
紐づく内容等※次回以降に提示

第三次四国中央市環境基本計画（骨子案）

第1章 基本的事項

⚫ 市の最上位の計画である「第三次四国中央市総合計画」を、
環境面から総合的・計画的に推進するために「第三次四国
中央市環境基本計画」を策定する。

⚫ 第三次計画では、地球温暖化対策実行計画（区域施策編）
を包含した計画とする。

（掲載項目）
✓ 計画の背景・目的
✓ 計画の位置づけ・期間
✓ 実施主体・対象とする環境の範囲

第２章 四国中央市を取り巻く現状と課題

⚫ 第二次計画策定以降の国内外の情勢の変化を整理。
⚫ 市の自然的状況や社会的状況、経済的状況等の市の状況

や市民等の意識調査結果を踏まえた、課題を整理。

（掲載項目）
✓ 国内外の情勢変化
✓ 市の概況（地域特性）
✓ 意識調査結果
✓ 課題

工夫点：イメージ図や関連図
を多用してわかりやすくする

工夫点：グラフや写真を多用
してわかりやすくする

第３章 将来像と基本目標

⚫ 第二次計画の10年間を継承しつつ、市の現状と課題を踏
まえ、市の目指す将来の環境像を新たに整理。

⚫ 将来像の実現に向けた基本目標を設定。

⚫ 基本目標は、将来像を環境政策の方向性に基づき細分化
した目指すべき姿として、その概要も整理。

（掲載項目）
✓ 市の将来像
✓ 基本目標

工夫点：将来像を分かりやすく市
民・事業者に伝えるために市の将
来像が実現したまちを俯瞰してみ
れるイラストを作成する

第４章 施策の展開

⚫ 各基本目標に基づき、基本目標を達成するための施策を定める。
⚫ 施策体系は現行の第二次計画と同様に「基本目標－施策ー事業（取り組み）」に区分する。
⚫ 基本目標ごとに簡潔に「課題整理」、その課題解決のための「施策」及び「事業」、「成果目標」を記載。
⚫ 市の「施策」については「取組指標」を記載し、施策の進捗管理を行う。

工夫点１：気づきを与えるために各施策に係るコラムを掲載する
工夫点２：取組を促すため市民・事業者の取組例を記載する

将
来
像

基本目標1 脱炭素で美しい地球環境を育むまちづくり

施策1-1 省エネの推進

施策1-2 再エネの導入促進

施策1-3 環境負荷の少ない交通の実現

施策1-4 次世代エネルギーの導入促進に向けた検討

基本目標2 資源が循環する持続可能なまちづくり

施策2-1 発生抑制・ 再使用の推進

施策2-2 資源化の推進

施策2-3 適正処理の推進

施策2-4 バイオマスの活用推進

地球温暖化対策実行計画（区域施策編）として位置づけ

（その他掲載項目）✓基本的事項✓GHG排出量✓削減目標

基本目標3 豊かな自然を未来へつなぐまちづくり

施策3-1 生物多様性の保全

施策3-2 四国中央市ならではの自然資本の保全

施策3-3 自然とのふれあいの推進

基本目標4 快適で潤いのあるまちづくり

施策4-1 快適な住まい空間の確保

施策4-2 良好な水環境の保全

施策4-3 美しい景観や歴史・⽂化の継承

基本目標5 地域の活力と環境を育むまちづくり

施策5-1 環境教育の推進及び指導者の育成

施策5-2 事業者の環境保全の取組の推進

施策5-3 地域活性化に向けた産学官連携の推進

成果目標
取組指標
事業
市民・事業者の取組例

成果目標
取組指標
事業
市民・事業者の取組例

成果目標
取組指標
事業
市民・事業者の取組例

成果目標
取組指標
事業
市民・事業者の取組例

成果目標
取組指標
事業
市民・事業者の取組例

基本目標・施策（案）

第５章 リーディングプロジェクト

⚫ 市の現状や社会的要請等を踏まえ、特に重点的な課題の解決
に資するものをリーディングプロジェクトとして整理する。（2
～3プロジェクト設定予定）

⚫ 将来像実現のために全庁的な推進体制のもとで優先的に推
進する施策とする。

⚫ 市の環境以外の経済面、社会面への地域課題にも副次的な効
果が期待できるプロジェクトとする。

第６章 推進体制

⚫ 「四国中央市環境審議会」による第
三者評価も含め、PDCAサイクル
を継続的に実施していく。

⚫ 個別具体的な施策の進捗について
は、成果指標、取組指標をもって進
捗状況を定量的・定性的に評価し
ていく。

資料２


